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平
成
21
年
よ
り
東
京
都
と
東
京

都
医
師
会
の
共
催
で
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
東
京
都
在
宅
療
養
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
11
月
30
日

（
土
）、
東
京
都
医
師
会
館
に
て
開

催
さ
れ
た
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は

ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ（
以
下
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
で
、「
都
民

に
と
っ
て
の
『
人
生
会
議
』
を
ど

う
考
え
る
か
〜
本
人
の
意
思
決
定

の
た
め
に
〜
」
と
題
し
た
企
画
で

行
わ
れ
た
。参
加
者
は
都
民
４
名
、

医
師
30
名
、
看
護
師
24
名
、
介
護

支
援
専
門
員
19
名
、薬
剤
師
４
名
、

歯
科
衛
生
士
３
名
、Ｍ
Ｓ
Ｗ
11
名
、

行
政
29
名
、
そ
の
他
31
名
、
計
１

５
５
名
で
あ
り
、
専

門
職
以
外
の
参
加
を

得
る
の
が
困
難
と
い

う
毎
回
の
課
題
が
残

り
、
周
知
方
法
の
再

考
を
要
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

冒
頭
に
尾
﨑
治
夫

会
長
と
田
中
敦
子
東

京
都
福
祉
保
健
局
医

療
改
革
推
進
担
当
部

長
よ
り
開
会
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。
司
会
の

土
谷
明
男
理
事
の
進

行
で
行
わ
れ
、
第
１

部
は
、
新
田
國
夫
東

京
都
在
宅
療
養
推
進

会
議
会
長
か
ら
「
人

生
会
議
を
ど
う
考
え

る
か
〜
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
本

質
に
迫
る
〜
」
と
題

し
た
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
総

論
、
自
ら
の
母
親
を

在
宅
で
介
護
す
る
池

上
清
子
氏
よ
り
「
患

者
・
家
族
の
立
場
か

ら
」
と
し
て
介
護
の

経
験
を
通
じ
て
在
宅

療
養
が
本
人
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
を
改
善
し
た
過
程

と
本
人
・
家
族
の
思

い
に
つ
い
て
講
演
が

あ
っ
た
。

第
２
部
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形

式
で
、
か
か
り
つ
け
医
の
立
場
か

ら
西
田
伸
一
理
事
、
訪
問
看
護
師

の
立
場
か
ら
中
島
朋
子
東
久
留
米

白
十
字
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

所
長
、
介
護
支
援
専
門
員
の
立
場

か
ら
大
木
一
郎
東
京
都
介
護
支
援

専
門
員
研
究
協
議
会
理
事
、
救
急

医
の
立
場
か
ら
池
田
弘
人
帝
京
大

学
医
学
部
附
属
病
院
准
教
授
が
、

そ
れ
ぞ
れ
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関
連
し
た
プ

レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
新

田
会
長
を
座
長
と
し
て
壇
上
で
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
最
後
に
平
川

博
之
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
た
。

高
齢
者
の
年
間
死
亡
数
は
今
後

さ
ら
に
増
加
を
続
け
る
。
都
民
の

多
く
が
病
院
で
最

期
を
迎
え
る
現
状

は
今
後
継
続
で
き

な
く
な
る
だ
ろ

う
。
平
成
28
年
東

京
都
調
査
に
よ
る

と
、
38
％
の
都
民

は
「
自
宅
で
最
期

を
迎
え
た
い
」
と

考
え
て
い
る
が
、

実
際
に
最
期
ま
で

自
宅
で
過
ご
せ
た

方
は
17
％
で
あ

り
、
72
％
の
方
は

病
院
で
亡
く
な
ら

れ
て
い
る
。
終
末

期
に
お
い
て
70
％

の
方
は
す
で
に
意

思
表
示
が
困
難
な

状
態
で
あ
る
と
す

る
報
告
も
あ
り
、

終
末
期
に
至
る
前

に
事
前
意
思
表
示
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
受
け
た
い
医
療
や
ケ
ア
、

受
け
た
く
な
い
医
療
や
ケ
ア
、
意

思
表
示
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に

意
思
決
定
権
を
委
ね
た
い
人
、
最

期
ま
で
暮
ら
し
た
い
場
所
、
自
分

の
健
康
観
や
人
生
観
等
を
、
自
分

に
関
わ
っ
て
い
る
医
療
・
介
護
職

や
家
族
と
と
も
に
共
有
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
普
及
と
同
時

に
、
本
人
の
意
思
を
具
現
化
す
る

た
め
に
自
宅
や
施
設
で
の
医
療
提

供
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

Ａ
Ｃ
Ｐ
は
、
従
来
よ
り
在
宅
療
養

の
現
場
に
お
い
て
主
治
医
と
患

者
・
家
族
の
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

タ
イ
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
広

く
都
民
や
在
宅
療
養
に
関
わ
る
多

職
種
と
認
識
を
共
有
す
る
必
要
が

あ
り
、
東
京
都
医
師
会
と
し
て
も

普
及
啓
発
に
今
後
も
尽
力
し
て
い

き
た
い
。

都
民
に
と
っ
て
の「
人
生
会
議
」を
ど
う
考
え
る
か

 

〜
本
人
の
意
思
決
定
の
た
め
に
〜
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日
本
の
医
師
会
組
織
は
三
層
構

造
の
た
め
、
東
京
都
医
師
会
は
日

本
医
師
会
の
情
報
を
地
区
医
師
会

に
伝
え
、
地
区
医
師
会
の
意
見
や

要
望
を
日
本
医
師
会
に
伝
え
る
立

場
に
あ
る
。
ま
た
、地
区
医
師
会
、

大
学
医
師
会
等
と
意
見
交
換
す
る

場
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
会

と
共
に
活
性
化
し
、
強
化
し
て
い

く
役
割
が
あ
る
。

尾
㟢
治
夫
会
長
は
３
期
目
の
就

任
に
あ
た
り
、
地
域
医
療
現
場
か

ら
の
貴
重
な
声
を
活
か
し
、「
東

京
か
ら
日
本
の
医
療
を
変
え
て
い

く
」と
い
う
使
命
感
と
行
動
力
で
、

医
療
政
策
の
実
現
に
向
け
総
力
を

あ
げ
て
邁
進
す
る
と
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
、
切
れ
目
の
な

い
全
世
代
型
社
会
保
障
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
医
師
会
の
使
命
で

あ
り
、
生
活
者
を
支
え
る
医
療
提

供
体
制
と
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
に
は
、
医
師
会

員
の
み
な
ら
ず
、
会
員
以
外
の
勤

務
医
、
研
修
医
の
先
生
方
、
さ
ら

に
は
医
学
部
学
生
、
地
域
住
民
、

医
療
介
護
福
祉
の
関
連
団
体
、
マ

ス
コ
ミ
関
係
者
等
に
医
師
会
事
業

活
動
を
機
会
あ
る
ご
と
に
発
信
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
東
京
都
医

師
会
で
は
、
都
内
の
医
学
部
学
生

に
対
し
て
医
師
会
や
医
療
制
度
に

つ
い
て
会
長
ら
が
大
学
を
訪
れ
て

説
明
す
る
出
張
講
義
を
行
っ
て
い

る
。
聴
講
し
た
医
学
生
の
感
想
文

に
は
、「
医
師
会
の
名
前
は
知
っ

て
い
る
が
実
態
は
分
か
ら
ず
、
ま

た
勤
務
医
で
は
な
く
開
業
医
の
団

体
、
自
分
た
ち
の
権
利
や
利
益
を

主
張
す
る
だ
け
の
圧
力
団
体
等
の

認
識
で
あ
っ
た
が
、
講
義
を
受
け

て
か
ら
は
、
将
来
医
師
会
の
活
動

に
参
加
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
」と
い
う
声
も
多
く
見
ら
れ

た
。若
い
世
代
が
医
療
制
度
、地
域

医
療
、
医
師
会
活
動
等
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
、
理
解
し
、
意
識
を

持
つ
こ
と
は
、
将
来
の
医
師
会
の

担
い
手
と
し
て
大
切
な
こ
と
だ
。

地
域
住
民
に
つ
い
て
は
、
個
人

の
医
師
と
患
者
と
の
関
係
は
、
か

か
り
つ
け
医
機
能
も
浸
透
し
つ
つ

あ
り
概
ね
良
好
な
関
係
に
あ
る

が
、
医
師
会
と
い
う
団
体
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
今
後
も
東
京
都
医
師
会

や
地
区
医
師
会
が
主
催
し
て
い
る

都
民
、
区
民
、
市
民
公
開
講
座
の

場
を
利
用
し
て
、
直
接
住
民
へ
医

師
会
活
動
の
一
端
を
積
極
的
に
伝

え
て
い
く
こ
と
も
医
師
会
の
役
割

で
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
関
係
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
報
道
の
力
は
強
く
医
療

界
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
で
あ
る
。

東
京
都
医
師
会
で
は
、
定
期
的
に

記
者
会
見
を
開
き
、タ
バ
コ
対
策
、

予
防
接
種
、
特
定
健
診
、
各
種
が

ん
検
診
の
事
業
活
動
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
の
熱
中
症
、
感
染
症
、
訪

日
外
国
人
へ
の
医
療
体
制
等
、
適

時
テ
ー
マ
を
決
め
て
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
マ
ス

コ
ミ
関
係
に
活
動
を
伝
え
、
良
好

な
関
係
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

医
師
会
は
学
術
団
体
で
あ
り
、

医
師
個
人
は
常
に
新
し
い
知
見
を

持
ち
、
職
業
的
倫
理
を
貫
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
住
民
の
安
心
安
全
な
生
活
と
健

康
を
守
る
団
体
で
あ
る
と
会
員
一

人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を
持
つ

こ
と
に
よ
り
、
関
連
諸
団
体
の
皆

様
と
と
も
に
、
地
域
住
民
へ
広
く

周
知
し
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は

医
師
会
の
重
要
な
使
命
と
い
え

る
。
こ
れ
か
ら
も
地
区
医
師
会
、

大
学
医
師
会
等
と
の
連
携
の
も
と

に
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。�

（
赤
上�

晃
）

切
れ
目
の
な
い
全
世
代
型
社
会
保
障
を
推
進
し
、生
活
者
を
支
え
る
医

療
提
供
体
制
と
地
域
包
括
ケ
ア
を
実
現
す
る
た
め
、医
師
会
の
事
業
活

動
を
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

医
師
会
の
役
割・使
命
について

地区医師会長
連絡協議会報告
令和2年1月17日（金）

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
中
国
湖
北
省
武
漢
市
で
報

告
さ
れ
て
い
る
原
因
不
明
の
肺
炎

に
対
す
る
対
応
と
院
内
感
染
対
策

に
つ
い
て

　

国
立
感
染
症
研
究
所
・
国
立
国

際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
中
国
湖
北
省
武
漢
市
で
報
告

さ
れ
て
い
る
原
因
不
明
の
肺
炎
に

対
す
る
対
応
と
院
内
感
染
対
策
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
、
会
員

お
よ
び
同
施
設
の
看
護
師
も
し
く

は
医
療
関
係
者
が
一
緒
に
参
加

し
、
患
者
の
同
意
の
も
と
、
自
院

の
２
型
糖
尿
病
患
者
の
匿
名
化
し

た
デ
ー
タ
を
持
ち
寄
り
、
２
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
糖
尿

病
診
療
に
お
け
る
課
題
の
抽
出
・

課
題
の
克
服
の
た
め
の
方
策
を
作

成
し
、
そ
の
検
証
を
行
う
。
会
員

へ
の
周
知
を
お
願
い
す
る
。

（
４
）
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
説
明
会
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
は
、
令
和
３
年
３

月
に
開
始
予
定
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
に
つ
い
て
、
個
々
の
医
療

機
関
等
へ
説
明
す
る
前
に
、
都
道

府
県
ブ
ロ
ッ
ク
の
主
な
関
係
者

（
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤

師
会
、
病
院
団
体
）
を
対
象
と
し

た
説
明
会
を
１
月
10
日
（
金
）
に

開
催
し
た
。

（
５
）
東
京
２
０
２
０
大
会
ラ
ス

ト
マ
イ
ル
等
の
医
療
支
援
へ
の
協

へ
の
周
知
を
お
願
い
す
る
。

　

ま
た
、
保
健
所
へ
の
報
告
に
該

当
す
る
患
者
を
診
察
し
た
場
合

は
、
管
轄
の
保
健
所
ま
で
連
絡
し

て
ほ
し
い
。

（
２
）
風
し
ん
抗
体
検
査
受
検
勧

奨
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー
等
の
送
付

に
つ
い
て

　

東
京
都
で
は
風
し
ん
の
予
防
対

策
を
一
層
徹
底
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
風
し
ん
抗
体
検
査
受
検

勧
奨
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
東

京
都
か
ら
地
区
医
師
会
に
送
付
さ

れ
る
の
で
、
会
員
へ
の
配
布
を
お

願
い
す
る
。

（
３
）
ジ
ョ
ス
リ
ン
糖
尿
病
研
修

会
の
開
催
に
つ
い
て

　

糖
尿
病
非
専
門
医
向
け
の
標
記

研
修
会
を
４
月
５
日
（
日
）、
９

月
13
日
（
日
）
の
午
前
10
時
よ
り

東
京
都
医
師
会
館
で
開
催
す
る
。

本
研
修
会
に
は
糖
尿
病
非
専
門
医

力
に
つ
い
て
「
大
会
期
間
中
に
設

置
す
る
救
護
所
へ
の
出
務
依
頼
に

つ
い
て
（
第
１
報
）」
お
よ
び
「
大

会
期
間
中
の
診
療
時
間
延
長
に
つ

い
て
（
調
査
依
頼
）」

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

期
間
中
、
会
場
周
辺
の
ラ
ス
ト
マ

イ
ル
（
競
技
会
場
か
ら
最
寄
り
駅

ま
で
の
ル
ー
ト
）
の
救
急
医
療
体

制
の
確
保
の
た
め
、「
周
辺
に
医

療
機
関
が
な
い
」、「
会
場
か
ら
最

寄
り
駅
ま
で
遠
い
」
等
リ
ス
ク
が

高
い
と
想
定
さ
れ
る
会
場
に
つ
い

て
、
①
周
辺
に
救
護
所
を
設
置
す

る
、
②
会
場
付
近
の
医
療
機
関
に

診
療
時
間
の
延
長
等
に
つ
い
て
協

力
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

①
の
救
護
所
設
置
に
関
わ
る
出
務

依
頼
に
つ
い
て
は
、
都
内
全
医
師

会
ブ
ロ
ッ
ク
、
②
の
診
療
時
間
の

延
長
等
に
つ
い
て
は
、
ラ
ス
ト
マ

イ
ル
周
辺
の
関
係
地
区
医
師
会
に

依
頼
す
る
の
で
、
協
力
を
お
願
い

す
る
。

（
６
）
風
し
ん
の
追
加
的
対
策
に

係
る
令
和
元
年
度
に
発
行
さ
れ
た

ク
ー
ポ
ン
券
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

風
し
ん
の
追
加
的
対
策
に
係
る

ク
ー
ポ
ン
券
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
日
本
医
師
会
よ
り
通
知
が
発

出
さ
れ
た
が
、
内
容
を
照
会
中
で

あ
る
の
で
、
そ
の
後
、
地
区
医
師

会
に
通
知
す
る
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

①
「
千
代
田
区
こ
ど
も
の
た
め
の

防
災
イ
ベ
ン
ト
」
に
つ
い
て

�
（
千
代
田
区
医
師
会
）

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
「
渋
谷
区
と
の
第
１
回
が
ん
検

診
精
度
管
理
検
討
会
」
に
つ
い
て

�

（
渋
谷
区
医
師
会
）

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

（
１
）
東
京
都
医
師
確
保
計
画
お

よ
び
東
京
都
外
来
医
療
計
画
に
つ

い
て

（
２
）「
向
精
神
薬
の
不
正
処
方
要

求
に
つ
い
て
」
の
途
中
経
過
報
告

に
つ
い
て

（
３
）
第
３
期
東
京
在
宅
医
療
塾

に
つ
い
て
「
第
４
回
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
実
習
編
」

「
都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号
」を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
情
報
課 

☎
０
３-
３
２
９
４-

８
８
２
１

対　　象
東京都内の保険医療従事者および
事務担当者
※�事前申込不要（関東信越厚生局東京事務
所から送付される出席票（3月上旬送付
予定）を持参）
※�1医療機関1名、先着順により会場の定
員になり次第締め切り

内　　容
第1部
令和2年�診療報酬改定の経緯について�
� （10分）
第2部
（1）�令和2年�診療報酬点数表の改定に

ついて� （80分）
（2）施設基準及び届出事項について
� （45分）

第1回　3月24日（火） 14：00〜16：15（開場13：00）
会場：新宿文化センター　大ホール
対象：�千代田区、中央区、港区、文京区、台東区、品川区、大田区、

豊島区、島しょ（大島町、利島村、新島村、神津島村、三宅
村、御蔵島村、八丈町、青ヶ島村、小笠原村）

第2回　3月24日（火） 18：30〜20：45（開場17：30）
会場：新宿文化センター　大ホール
対象：�新宿区、目黒区、世田谷区、渋谷区、中野区、杉並区、北区

第3回　3月25日（水） 14：00〜16：15（開場13：00）
会場：新宿文化センター 大ホール
対象：�墨田区、江東区、荒川区、板橋区、練馬区、足立区、葛飾区、

江戸川区

第4回　3月25日（水） 18：30〜20：45（開場17：30）
会場：新宿文化センター　大ホール
対象：東京都全地域

第5回　3月27日（金） 14：00〜16：15（開場13：00）
会場：たましんRISURUホール
対象：�立川市、三鷹市、青梅市、府中市、調布市、町田市、小平市、

福生市、東久留米市、稲城市、あきる野市、羽村市、西東
京市、瑞穂町、日の出町、桧原村、奥多摩町

第6回　3月27日（金） 18：30〜20：45（開場17：30）
会場：たましんRISURUホール
対象：�八王子市、武蔵野市、昭島市、小金井市、日野市、東村山

市、国分寺市、国立市、狛江市、東大和市、清瀬市、武蔵村
山市、多摩市

令和２年 診療報酬改定講習会および診療報酬改定に伴う集団指導
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12
月
16
日
（
月
）、
都
内
の
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
令
和
元
年
東
京

都
医
師
会
役
員
就
任
披
露
な
ら
び

に
年
末
懇
親
会
が
６
０
０
名
を
超

え
る
出
席
者
を
迎
え
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。
司
会
進
行
は
蓮
沼
剛
理

事
と
天
木
聡
理
事
が
務
め
た
。

猪
口
正
孝
副
会
長
が
開
会
の
挨

拶
を
行
い
、
今
期
か
ら
新
た
に
加

わ
っ
た
４
名
の
理
事
を
含
め
た
役

員
お
よ
び
代
議
員
会
議
長
、
副
議

長
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
の
報
告
と

就
任
披
露
が
行
わ
れ
た
。
尾
㟢
治

夫
会
長
は
挨
拶
で
、
来
年
度
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
大
会
中
の
熱
中
症
対
策

に
万
全
の
対
策
を
模
索
し
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー
と
し

て
タ
バ
コ
対
策
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
日
本
で
最
も

厳
し
い
条
例
が
東
京
で
制

定
さ
れ
た
こ
と
を
語
っ

た
。
ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
因
む
運
動
に
よ
る
予
防

医
療
や
、
外
国
か
ら
の
観

光
客
が
増
え
る
こ
と
か
ら

特
に
感
染
症
対
策
と
し
て

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推

奨
な
ど
麻
し
ん
・
風
し
ん

対
策
に
力
を
入
れ
て
い

る
と
述
べ
、
さ
ら
に
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も

取
り
組
み
た
い
と
力
強
く

呼
び
か
け
た
。

次
に
横
倉
義
武
日
本
医
師
会
長

よ
り
尾
㟢
会
長
の
会
長
職
３
期
目

の
就
任
の
お
祝
い
が
述
べ
ら
れ
、

ま
た
東
京
も
水
害
の
あ
っ
た
中
で

台
風
被
害
地
域
を
支
援
し
た
会
員

の
先
生
方
へ
お
礼
と
労
い
の
言
葉

が
送
ら
れ
た
。
さ
ら
に
は
東
京
で

開
催
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
開
幕
戦
を
尾
㟢
会
長
と

一
緒
に
観
戦
し
親
交
を
深
め
た
こ

と
、
ま
た
都
知
事
も
来
場
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
新
国
立
競
技

元
日
本
医
師
会
常
任
理
事
・
理

事
、
元
東
京
都
医
師
会
会
長
、
元

浅
草
医
師
会
会
長
の
野
中
博
先
生

（
享
年
71
歳
）
が
令
和
元
年
７
月

29
日
に
ご
逝
去
さ
れ
、
12
月
１
日

（
日
）、
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て

お
別
れ
の
会
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

黙
祷
に
続
き
、
発
起
人
を
代
表

し
て
尾
㟢
治
夫
会
長
よ
り
追
悼
の

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
浅
草
で

の
地
域
医
療
の
実
践
を
通
し
て

「
治
す
医
療
」か
ら「
治
し
、支
え
る

医
療
」
へ
の
転
換
を
提
言
さ
れ
る

に
至
っ
た
こ
と
、
常
に
患
者
さ
ん

の
視
点
に
立
ち
、
人
間
の
尊
厳
を

尊
重
す
る
よ
う
諭
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
を
挙
げ
、「
野
中
先
生
の

一
貫
し
た
こ
れ
ら
の
想
い
を
皆
が

改
め
て
共
有
し
、
都
民
の
た
め
の

医
療
に
今
後
も
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

横
倉
義
武
日
本
医
師
会
会
長

は
、
多
く
の
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た

中
で
、
野
中
先
生
こ
そ
が
介
護
保

険
制
度
の
礎
を
築
か
れ
た
最
大
の

功
労
者
の
一
人
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
策
定
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
日
本
医
師
会

綱
領
に
示
さ
れ
た
理
念
「
医
師
と

し
て
の
高
い
倫
理
観
と
使
命
感
を

礎
に
、
人
間
の
尊
厳
が
大
切
に
さ

れ
る
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
一

層
の
努
力
を
重
ね
る
と
誓
わ
れ
ま

し
た
。

櫻
井
秀
也
元
日
本
医
師
会
副
会

長
は
、「
平
成
の
30
年
間
、
医
師

会
活
動
と
い
う
大
き
な
舞
台
の
上

で
、
野
中
先
生
と
共
に
語
ら
い
、

共
に
議
論
し
、
共
に
喜
び
、
共
に

悲
し
み
、
そ
し
て
互
い
に
助
け

合
っ
て
二
人
で
一
緒
に
戦
っ
て
き

た
」
と
、
野
中
先
生
と
の
足
跡
を

振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

ご
遺
族
代
表
と
し
て
野
中
恵
子

氏
よ
り
、
ご
主
人
へ
の
思
い
と
共

に
、
皆
様
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
先
生
の
愛
用
の
品
が

東
京
都
医
師
会
役
員
就
任
披
露

な
ら
び
に
年
末
懇
親
会

場
の
完
成
の
お
祝
い
が
述
べ
ら

れ
、
日
本
医
師
会
が
東
京
都
医
師

会
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

国
民
皆
保
険
を
守
る
決
意
が
示

さ
れ
た
。

続
い
て
小
池
百
合
子
東
京
都
知

事
よ
り
、
東
京
都
医
師
会
の
活
動

へ
の
感
謝
と
支
持
が
語
ら
れ
た
。

さ
ら
に
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
４

月
か
ら
の
全
面
施
行
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
マ
ラ

ソ
ン
・
競
歩
の

札
幌
開
催
と
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
マ
ラ
ソ
ン
の

東
京
開
催
に
つ

い
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
や
認
知
症
対

策
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
つ
い
て
も
話
が

あ
っ
た
。

さ
ら
に
石
川
良
一
東

京
都
議
会
議
長
か
ら
も

受
動
喫
煙
防
止
条
例
の

可
決
や
医
師
会
へ
の
協

力
要
請
が
述
べ
ら
れ
、

駆
け
付
け
た
国
会
議
員

の
挨
拶
の
あ
と
乾
杯
と

な
っ
た
。
多
数

の
来
賓
の
方
々

を
迎
え
、
盛
況

の
う
ち
に
⻆
田

徹
副
会
長
の
挨

拶
で
閉
会
と

な
っ
た
。

展
示
さ
れ
、
思
い

出
の
ス
ラ
イ
ド
が

上
映
さ
れ
る
中
、

皆
が
野
中
先
生
へ

の
想
い
を
語
り
合

い
、
会
は
終
始
穏

や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
お
り
ま

し
た
。

野
中
博
先
生
、

本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
安
ら

か
に
お
眠
り
く
だ

さ
い
。

追悼の辞を述べる尾﨑会長 役員および議長・副議長の紹介

挨拶をする尾﨑会長

閉会の辞を述べる⻆田副会長

開会の辞を述べる猪口副会長

挨拶をする横倉日医会長

野
中
博
先
生
お
別
れ
の
会

令和元年
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第
３
期
（
２
０
１
９
年
度
）「
東

京
在
宅
医
療
塾
」
第
２
回
多
職
種

連
携
が
、
各
地
区
医
師
会
か
ら
の

受
講
者
41
名
の
参
加
を
得
て
12
月

14
日
（
土
）
に
東
京
都
医
師
会
館

に
て
開
催
さ
れ
た
。

最
初
に
田
中
千
賀
子
氏
（
東
京

都
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
協

会
）
か
ら
「
訪
問
看
護
師
と
の
連

携
」、
小
島
操
氏
（
東
京
都
介
護

支
援
専
門
員
研
究
協
議
会
）
か
ら

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
」

の
講
義
が
行
わ
れ
、
在
宅
医
療
を

共
に
担
う
中
心
的
な
職
種
同
士
の

連
携
へ
の
理
解
を
深
め
た
。
続
い

て
、
上
野
浩
男
氏
（
東
京
都

薬
剤
師
会
）
か
ら
は
「
医
薬

連
携
（
か
か
り
つ
け
薬
局
）」

に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り
、

最
後
に
菊
谷
武
氏
（
日
本
歯

科
大
学
）
よ
り
、
摂
食
嚥
下

機
能
支
援
に
つ
い
て
の
講

義
が
あ
り
、
嚥
下
の
み
な
ら

ず
咀
嚼
の
重
要
性
が
可
視

化
さ
れ
た
。
多
職
種
連
携
は

鍵
で
あ
り
悩
み
で
も
あ
り
、

講
師
と
受
講
者
と
の
意
見

交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

講
義
の
合
間
に
は
、
東
京

都
医
師
会
館
の
医
療
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

配
備
し
て
い
る
在
宅
医
療

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
使
い
、
講

義
に
関
連
す
る
嚥
下
内
視

鏡
に
焦
点
を
当
て
た
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。

第
３
期
「
東
京
在
宅
医
療

塾
」
は
令
和
元
年
９
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
毎
月
第
２
土
曜
日

（
10
月
を
除
く
）、
午
後
３
時
か
ら

午
後
５
時
半
ま
で
シ
リ
ー
ズ
全
６

回
で
開
催
す
る
。
講
義
の
テ
キ
ス

ト
と
映
像
は
、
東
京
都
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
開
し

て
い
る
。

12
月
７
日
（
土
）、８
日
（
日
）、

板
橋
区
立
文
化
会
館
に
て
第
24
回

板
橋
区
医
師
会
医
学
会
が
開
催
さ

れ
た
。

１
日
目
は
多
職
種
に
わ
た
る
参

加
者
が
討
論
す
る
場
と
し
て
演
題

発
表
が
行
わ
れ
た
。
要
望
演
題
１

は
「
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
医
療
・

介
護
」、
要
望
演
題
２
は
「
Ａ
Ｃ

Ｐ
を
考
え
る
」
と
し
、
そ
の
他
に

も
医
療
・
介
護
に
関
す
る
一
般
演

題
や
ポ
ス
タ
ー
発
表
な
ど
合
わ
せ

て
92
題
の
発
表
が
あ
っ
た
。
ま
た

教
育
講
演
は
、
松
永
直
久
帝
京
大

学
医
学
部
附
属
病
院
感
染
制
御
部

部
長
が
、「
か
か
り
つ
け
医
の
感

染
対
策
」
と
題
し
て
行
っ
た
。

２
日
目
は
、
妊
婦
や
子
育
て
世

代
の
サ
ポ
ー
ト
、
子
ど
も
達
に
起

き
て
い
る
問
題
と
そ
れ
に
対
す
る

取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
す
る
区
民

公
開
講
座
が
行
わ
れ
た
。
午
前
中

は
、
ま
ず
宮
川
美
知
子
東
京
小
児

科
医
会
小
児
救
急
部
担
当
理
事
・

石
川
医
院
院
長
が
「
医
療
情
報
の

入
手
方
法
～
子
育
て
や
子
供
の
発

熱
で
困
っ
た
ら
？
～
」
の
講
演
を

行
い
、
続
い
て
是
枝
裕
和
監
督
、

福
山
雅
治
主
演
の
映
画
『
そ
し
て

父
に
な
る
』
の
上
映
が
あ
り
、
多

く
の
区
民
が
参
加
し
た
。

午
後
の
特
別
講
演
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
転
身
し
た
内

多
勝
康
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
も
み
じ
の
家
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
「
医
療
的
ケ
ア
が
あ
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

目
指
し
て
」
を
講
演
。
続
く
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
１
は
、「
ネ
ッ
ト
依
存
・

ゲ
ー
ム
障
害
の
現
状
と
対
処
」
を

テ
ー
マ
に
依
藤
壽
板
橋
区

小
児
科
医
会
会
長
と
中
山

秀
紀
久
里
浜
医
療
セ
ン

タ
ー
精
神
科
医
長
が
話

し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
は

「
す
く
す
く
、
の
び
の
び
、

安
心
子
育
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し

て
、
檜
垣
多
希
子
板
橋
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
指

導
係
長
、
心
身
障
害
児
総

合
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
小

児
精
神
科
の
長
瀬
美
香

氏
、
板
橋
区
医
師
会
病
院

小
児
科
の
泉
裕
之
氏
、
特

別
発
言
と
し
て
泉
谷
朋
子

東
洋
大
学
社
会
学
部
社

会
福
祉
学
科
助
教
が
話

し
た
。

両
日
と
も
、
多
岐
に
わ

た
る
興
味
深
い
盛
り
だ
く
さ
ん

の
テ
ー
マ
を
発
信
す
る
場
と
し

て
、
地
域
に
根
差
し
た
医
学
会
で

あ
っ
た
。

令
和
元
年
度
多
摩
地
区
医
師
会

懇
話
会
が
11
月
30
日
（
土
）、
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

開
会
の
辞
は
当
番
医
師
会
の
櫻

井
誠
府
中
市
医
師
会
長
が
務
め
、

「
平
成
３
年
の
雲
仙
普
賢
岳
火
砕

流
に
始
ま
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
、
三
宅
島
噴
火
、
新
潟
県
中
越

地
震
、東
日
本
大
震
災
、

福
島
原
発
事
故
、
御
嶽

山
噴
火
、
熊
本
地
震
、

西
日
本
豪
雨
が
あ
っ

た
。
平
穏
無
事
で
あ
る

べ
き
平
成
と
は
裏
腹
な

30
年
間
は
大
規
模
災
害

の
多
い
時
代
で
あ
っ

た
。
令
和
は
安
定
し
た
平
和
な
時

代
を
願
う
」
と
述
べ
た
。

来
賓
挨
拶
は
今
村
聡
日
本
医
師

会
副
会
長
が
行
っ
た
。
昨
今
の
医

療
状
況
に
つ
い
て
「
地
域
医
療
構

想
の
中
で
、
病
院
機
能
に
よ
っ
て

合
理
的
に
分
化
さ
せ
る
課
題
に
つ

い
て
は
、
公
的
病
院
と
民
間
病
院

の
考
え
方
に
隔
た
り
が
あ
る
。
医

師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
時

間
外
労
働
の
課
題
が
あ
り
、
医
師

の
偏
在
問
題
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は

複
雑
に
絡
み
合
い
ま
だ
解
決
さ
れ

て
い
な
い
」
と
現
状
を
述
べ
た
。

続
い
て
尾
㟢
治
夫
東
京
都
医
師

会
長
が
挨
拶
し
た
。「
前
回
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー
は

首
都
高
速
や
新
幹
線
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
で
あ
っ
た
。
今
回
の
レ
ガ

シ
ー
は
東
京
都
に
お
け
る
他
よ
り

厳
し
い
タ
バ
コ
対
策
、
訪
日
外
国

人
医
療
対
策
、
感
染
症
対
策
、
地

球
温
暖
化
に
伴
う
熱
中
症
対
策
、

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
に
も
運
動

で
健
康
に
な
る
と
い
う
意
識
改
革

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

高
野
律
雄
府
中
市
長
の
挨
拶
で

は
「
医
師
会
は
行
政
に
何
を
望
む

か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
高
齢
者

福
祉
対
策
が
長
年
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
府
中
市
の
み
な
ら
ず
日
本
全

体
で
医
師
会
と
連
携
し
て
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

日
野
佳
昭
府
中
市
医
師
会
副
会

長
の
乾
杯
の
後
、
懇
親
が
始
ま
っ

た
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
で
は

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
サ
ー
カ
ス

に
よ
る
歌
が
披
露
さ
れ
た
。

次
期
当
番
医
師
会
の
佐
々
木
伸

彦
調
布
市
医
師
会
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
野
本
和
久
府
中
市
医
師
会

副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
閉
会
と

な
っ
た
。

坂本板橋区長、内多氏との記念写真

第
24
回 
板
橋
区
医
師
会
医
学
会

令
和
元
年
度 

多
摩
地
区
医
師
会
懇
話
会

櫻井府中市医師会長

第
２
回 

多
職
種
連
携

第
３
期﹁
東
京
在
宅
医
療
塾
﹂

【
東
京
都
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
東
京
在
宅
医
療
塾
」】

https://www.tokyo.m
ed.or.jp/

zaitakuiryoujuku

※
第
２
回
「
多
職
種
連
携
」
は
、
台
風
19

号
の
影
響
に
よ
り
日
程
を
10
月
12
日
か
ら

12
月
14
日
に
変
更
し
て
開
催
し
た
。

嚥下内視鏡および関連するシミュレータ
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今
回
紹
介
す
る
お
店
は
、
西

武
新
宿
線
田
無
駅
南
口
か
ら
徒

歩
３
分
に
あ
る
割
烹
よ
し
む

ら
。
駅
の
北
口
は
ロ
ー
タ
リ
ー

が
整
備
さ
れ
た
繁
華
街
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
南
口
は
住
宅
地

に
接
す
る
静
か
な
エ
リ
ア
で
あ

る
。
入
口
の
佇
ま
い
か
ら
し
て

美
味
し
い
も
の
を
期
待
さ
せ

る
。
店
内
は
御
主
人
を
コ
の
字

型
に
囲
む
カ
ウ
ン
タ
ー
の
み
で

10
人
は
ち
ょ
っ
と
き
つ
い
。

今
回
は
取
材
と
称
し
て
医
師

会
仲
間
数
人
で
訪
れ
た
。
10
月

の
来
店
で
あ
っ
た
た
め
、
秋
の

味
覚
が
次
か
ら
次
へ
と
。
煮
あ

な
ご
と
菊
の
お
ひ
た
し
、
小
松

菜
と
な
め
こ
と
生
雲
丹
の
お
ひ

た
し
、
鱧
と
松
茸
の
お
椀
、
お

刺
身
、
鮎
の
塩
焼
き
、
牛
と
な

す
の
焼
き
物
。
合
わ
せ
る
お
酒

は
、
ぜ
ひ
日
本
酒
を
！
有
名
な

も
の
と
い
う
よ
り
、
そ
の
時
に

美
味
し
い
も
の
を
揃
え
て
い
る

よ
う
で
、
こ
こ
で
初
め
て
口
に

す
る
も
の
も
多
い
。
新
し
い
酒

と
の
出
会
い
も
ま
た
酒
呑
み
に

は
嬉
し
い
。

カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
目
に
入

る
職
人
の
動
き
は
手
際
よ
く
、

寡
黙
な
御
主
人
と
相
ま
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
声
が
か
け
づ
ら
く
な

る
が
、
決
し
て
不
愛
想
で
は
な

く
時
々
見
せ
る
笑
顔
が
心
を
さ

ら
に
ほ
っ
こ
り
さ
せ
る
。
そ
し

て
最
後
に
炊
き
た
て
の
ご
飯
、

こ
れ
が
ま
た
旨
い
。
い
け
な
い

と
分
か
っ
て
も
つ
い
つ
い
〆
て

し
ま
う
（
余
談
で
あ
る
が
、
う

ち
の
子
供
は
こ
の
白
米
が
大
の

お
気
に
入
り
で
、
予
約
の
段
階

で
注
文
し
て
し
ま
う
）。

開
店
当
初
は
、
割
と
す
ぐ
に

入
れ
た
が
、
最
近
は
美
味
し
さ

が
知
れ
渡
っ
て
き
た
の
か
、
予

約
が
取
り
に
く
く
な
っ
て
い
る

の
が
、
ち
ょ
っ
と
残
念
だ
。
こ

こ
で
紹
介
し
た
ら
、
ま
た
し
ば

ら
く
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
の
か

も
と
心
配
し
て
い
る
。

（
西
東
京
市
医
師
会
・
伊
藤
正
洋
）

143全
国
で
年
間
に
１
０
０
万
人
の

人
が
新
た
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
、

国
民
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
罹

患
す
る
時
代
で
す
。
そ
の
中
で
15

歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
Ａ

Ｙ
Ａ
世
代
で
が
ん
と
診
断
さ
れ
る

人
は
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
人
全

体
の
数
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の

世
代
は
医
療
費
負
担
や
介
護
な
ど

制
度
上
の
支
援
が
手
薄
で
あ
っ
た

た
め
、
平
成
30
年
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
国
の
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
に
は
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
医

療
の
充
実
、
が
ん
と
の
共
生
の
た

め
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

対
策
の
推
進
と
い
っ
た
方
針
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
（
図
）。
現
在
、

地
域
で
、
そ
の
方
針
を
具
体
化
す

る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

小
児
科
で
包
括
的
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
提
供
さ
れ
る
小
児
期
の
が

ん
と
比
べ
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん

は
が
ん
種
が
さ
ら
に
多
様
で
、
思

春
期
の
一
部
を
除
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
成
人
診
療
科
に
患
者
が
分
散
し

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
Ａ

Ｙ
Ａ
世
代
は
、
社
会
的
に
自
立
し

た
存
在
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
確
立
し
て
い
く
、
肉
体

的
、
精
神
的
、
社
会
経
済
的
に
も

変
化
の
大
き
い
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

で
あ
り
、
が
ん
体
験
は
患
者
一
人

ひ
と
り
で
違
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
は
、
が

ん
の
希
少
性
、
多
様
性
だ
け
で
は

な
く
、
個
別
性
の
高
い
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
に

対
策
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
が
ん
の
治
療
成
績
の

改
善
に
伴
い
、
が
ん
治
療
後
も
長

期
的
な
健
康
管
理
が
必
要
で
あ
る

こ
と
も
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
小
児
期
発
症
の
が

ん
患
者
は
、
成
人
期
に
さ
ま
ざ
ま

な
晩
期
合
併
症
を
抱
え
る
リ
ス
ク

が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
も

二
次
が
ん
や
心
血
管
疾
患
な
ど
、

長
期
的
健
康
リ
ス
ク
が
高
い
と
の

報
告
を
散
見
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
領
域
で
の
医
療
の
進
歩
に
伴

い
、
が
ん
治
療
後
に
最
適
な
健
康

管
理
を
行
っ
て
い
く
に
は
、
が
ん

治
療
の
専
門
医
だ
け
で
は
立
ち
行

か
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
は
明
白
で
、
が
ん
治
療
医
と
が

ん
以
外
の
専
門
家
、
地
域
医
療
に

携
わ
っ
て
い
る
方
々
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
Ａ
Ｙ

Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
に
対
し
て
包

括
的
な
医
療
・
ケ
ア
の
提
供
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
は
、
壮
大
で
気

の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
の
よ
う

に
感
じ
ま
す
が
、解
決
の
糸
口
は
、

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
が
小
児
期
も
し
く
は

高
齢
の
患
者
に
比
べ
て
自
立
を
志

向
し
、
自
律
で
き
る
世
代
で
あ
る

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
医
療
従

思
春
期
・
若
年
成
人

（
Ａ
Ｙ
Ａ
）世
代
の
が
ん

　
　
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
が
ん
総
合
診
療
セ
ン
タ
ー
　
乳
腺
・
腫
瘍
内
科

�

清
水
千
佳
子

趣 味 の 散 歩

味も雰囲気も
期待どおり

割烹よしむら

鱧
と
松
茸
の
お
椀

事
者
が
一
方
的
に
患
者
を
管
理
す

る
の
で
は
な
く
、
患
者
自
身
が
自

分
の
健
康
情
報
を
携
え
、
自
ら
健

康
管
理
や
ケ
ア
に
参
加
す
る
意
識

と
環
境
を
つ
く
る
。そ
う
す
れ
ば
、

多
様
性
、
個
別
性
、
長
期
管
理
の

必
要
性
と
い
っ
た
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の

ニ
ー
ズ
の
多
く
に
対
処
で
き
る

の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
て
い

ま
す
。

知ってますか？

令和元年12月25日に厚生労働省より
「応招義務をはじめとした診察治療の
求めに対する適切な対応の在り方等に
ついて」と題する通知があり、医師法の
「応招義務」の法的な整理が行われた。
「患者を診察しないことが正当化され
る事例」は、緊急対応が必要な場合か
否か、診療時間外・勤務時間外か否か
の4パターンに分けて整理され、また、
患者の迷惑行為、医療費不払い等の個
別事例についても触れられている。

応招義務

ニッポン放送（AM1242kHz／FM93.0MHz）朝の番組「飯田
浩司のOK！Cozy up！」内で6時15分頃から5分程度、東
京都医師会の役員等が出演して生活に役立
つ健康情報をお届けしています。
過去の放送はすべて番組ホームページまた
はポッドキャストから聴くことができます。
■番組ホームページ
　http://www.1242.com/cozy/
■ポッドキャスト
　https://omny.fm/shows/cozy-up/playlists/doctor

放送中!

月曜から金曜 あさ6時15分頃から
『モーニングライフアップ　
　　今日の早起きドクター』

都医ニュース表紙の写真を募集

〒 101-8328　東京都千代田区神田駿河台 2-5
東京都医師会 広報学術情報課　☎ 03-3294-8821（代）
kouhou@tokyo.med.or.jp

応募・問い合わせ先

本ニュースは毎月、季節に合った東京の写真を表紙に掲載
しております。 その表紙写真に、先生が撮影した写真を応
募してみませんか？ 都内の写真で、季節感のあるものを
お願いします。 本会広報委員会で掲載を決定いたします。 
なお、掲載された写真は、本会のホームページにも掲載さ
せていただきます。

デジタルカメラやスマートフォンで撮影をした600万画素
以上（横3000×縦2000ピクセル以上）のデジタルデータ
プリントサイズは、横235mm× 縦137.5mm

応
募
規
定
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齋藤 肇

谷 康寛

練馬区医師会

玉川医師会

　若い頃から根っからの車好きで、京都や大阪などでやる学会には、
わざわざ車で往復するのがひそかな楽しみだったりする私ですが、
昨年末あたりから車好きには気になる言葉がメディアに登場するよ
うになってきました。それが「コネクテッドカー」や「テレマティク
ス自動車保険」です。
　コネクテッドカーとはICT（情報通信）端末としての機能を有する
自動車のことで、車両の状態や周囲の道路状況などのさまざまな
データをセンサーにより取得し、ネットワークを介して集積・分析
することで、新たな価値を生み出すことが期待されている車を意味
します。昨年発売のトヨタ「クラウン」に本格的に実装されましたが、
国内外のメーカーがこぞって準備を進めています。
　国（総務省）も推進していますが、そのメリットとして①緊急通報
システム、②盗難車両追跡システム、③テレマティクス自動車保険
を挙げています。
　事故発生時に自動で警察や消防などに緊急通報を行ってくれれ
ば、万一自分で連絡ができないような場合には大変ありがたい仕組
みですし、盗難が発生した場合に車両の位置を追跡できれば事件の
早期解決に役立つことでしょう。
　また、まだあまりなじみのない「テレマティクス自動車保険」です

が、専用車載端末から得られた走行距離だけでなく、運転時間、速
度や急ブレーキ、急ハンドルの有無などの情報を分析し、運転特性
を評価。実際の走行距離に応じた保険料の細分化のみならず、安全
運転者と判定されれば保険料が安くなり、反対に危険な運転をして
いると判定されれば保険料が高くなる、等の仕組みを取り入れた自
動車保険（テレマティクス自動車保険と言います）が実際に数社から
販売されています。
　これにより「あおり運転」などの危険な運転をすれば、保険料の値
上がりという「痛み」がわが身に返ってくるので、おのずと運転マ
ナーが改善されるかもしれません。
　ただどうしても気になるのが、GPSと連動しているために常に
第三者（自動車会社や警備会社、その気になれば、家族だけでなく
国家権力などにも）自分の居場所や行動様式を把握されてしまうと
いう点です。
　私はいわゆる「ハンドルを握ると別人になる」というタイプではあ
りませんが、仕事から離れた「オフ」の時間にも、ひと様の目を意識
しなければならない時代になってきたと思うと、少しばかり憂鬱な
気分になってしまいます。
� （練馬区医師会だより�第611号から抜粋）

　ちょうど原稿依頼のお話をいただいた頃だったと思いま
す。我が家のレガシーが本格的に壊れ始めました。
　2006年式16万km、今までクラッチ以外は大きなトラブ
ルもなく、なんとなく10万km前後くらいから原因不明の
オイル漏れが少量ありましたが、スバルの水平対向はそん
なもんだから～と言われ放置していました。昨年に入って
から回した後にイヤな匂いがし始め、秋頃からはもくもく
煙が出るようになりました。どうやらオイル漏れが多くな
りフロントパイプに吹いて焦げていたようです。
　皆に言われました。直すより新しいのを買った方がいい
よと。
　思い返すとレガシーを買う前、我が家にはRX-7というや
や特殊な車が2台（自分と妻）で、これまたやや特殊な仕様
になっていたので、街乗り用にレガシーを購入したのでした。
　買う前は普通に乗れて荷物も積めてまあまあ速い、その
ぐらいに考えていましたが、買ってみるとそれ以上のもの
が得られました。
　当時の私は、車は運転を楽しむこと以外に何もなく、また移動は
とにかく早くが基本で、妻と旅行に行くのも連台、途中休憩も必要
最低限もしくは無しが普通でした。まあ若かったのかもしれません。
　しかし、レガシーが来てからは車の性格なのか歳のせいか、あん
なに嫌がっていたSAや道の駅に何故かちょいちょい寄る余裕が出
てきて、おまけになんと1台で出掛けることができるようになりま
した。
　運転以外の車の楽しみ方、そんな当たり前のことを教えてくれた
のがレガシーでした。
　まあ私が壊れていただけですけど。
　そんな訳で、頭ではわかっているのですが思い入れが強く、誰か

が乗ってくれるならまだしも潰されるのが必至なレガシーを手放し
たくもなく……、と考えていましたが、まあやっぱり車好きなんで
新しい車もいいなあと目移りしているうちに結局買ってしまいまし
た。レガシーごめんなさい。実はもう近々納車されます。残念なが
らMTではないのですが、デュアルクラッチでブリッピングもして
くれて、いやあ楽しみです。レガシーごめんなさい。
　今回は車の話で一般的でもなく、すみませんでした。ちなみにレ
ガシーは下取りに出していません。まあ値段も付かないし解体費用
もかさむだけだし…と言うのが表向きの理由ですが、やっぱり感傷
的になってしまいまして。とりあえず実家に眠らせています。
　うーむ、どうしたものか…良案がございましたらご教授頂けます
と幸いです。� （玉医ニュース�No.642から抜粋）

毒にも薬にもなる

レガシー

ふれあいポスト 各地区会報から

ハバナ市内を走るクラシックカー� 玉川医師会  荒井 誠
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る
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（
進
士
雄
二
）

無 声 拝 聴

○ 生活習慣を見直してみましょう
 タバコは吸わない、お酒はほどほどに、適度に運動する

○ 定期的に区市町村等で実施しているがん検診を受けましょう
  乳房エコー検診を受けた方に対し、かかった費用の一部を助成してお
ります

保健事業の申請書は当組合ホームページよりダウンロードできます
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

医師国保からのお知らせ

がん予防対策の推進について

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6431 （総務課）

これからの医療

～当組合はデータヘルス計画に基づいて
 がん予防対策を重要な課題としています～

詳しくは、組合報でご確認ください

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先
東京小児科医会事務局　TEL：03-5388-5220

日時▶3月15日（日） 13時～17時
会場▶東京医科大学新病院9階講堂
講演▶①「オリンピックを見据えての輸入感染症対策」今村顕史（都立駒込病院感染症科）②
「かかりつけ医だからこそできる小児救急初期治療」岸辺 峻（都立小児総合医療センター救命救
急科）③「新生児聴覚スクリーニング ─人生最初のきこえの確認として捉えましょう─」
森田訓子（帝京大学耳鼻咽喉科）④「乳児の栄養を考える ─液体ミルクも含めて─」伊藤直樹
（帝京大学小児科）

取得単位▶新専門医制度①専門医共通講習ⅱ（感染対策）・④小児科領域講習単位ⅲ、参加
単位ⅳ -B　1単位、日医生涯教育制度3単位、日本小児科医会地域総合小児医療認定医
生涯研修単位5単位
参加費▶会員3,000円、非会員5,000円

第113回東京小児科医会学術講演会

問
合
先
東京内科医会　TEL：03-3259-6133

日時▶3月21日（土） 14時30分～18時20分
会場▶東京都医師会館 2階講堂（東京都千代田区神田駿河台2-5）

プログラム1▶「学術及び臨床研究発表」（東京内科医会会員発表）
プログラム2▶教育講演①「低血糖を起こさない糖尿病治療にむけて ～CGMの知見をふ
まえて～」西村理明（東京慈恵会医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科 主任教授）②｢動脈硬化性疾患
診療における中性脂肪のみかた｣木庭新治（昭和大学医学部内科学講座 循環器内科学部門 教授）

参加費▶3,000円（自由参加制）
取得単位▶日本医師会生涯教育制度2単位、日本内科学会認定総合内科専門医更新単位2
単位

東京内科医会 第33回 医学会

問
合
先

（公財）日本国際医学協会 事務局　
東京都世田谷区上馬1-15-3 MK三軒茶屋ビル3F
TEL：03-5486-0601　FAX：03-5486-0599
E-mail：admin@imsj.or.jp　URL：http://www.imsj.or.jp/

日時▶3月26日（木） 18時～20時
会場▶学士会館2階 202号室（千代田区神田錦町3-28〈駐車場無料〉） TEL：03-3292-5936
開会挨拶▶石橋健一（（公財）日本国際医学協会 理事長）

司会▶近藤太郎（（公財）日本国際医学協会 常務理事）

〔第1部〕講演①「医療機器レギュレーションの最近の話題 ―我が国発の技術を活用した
革新的医療機器の実現に向けて―」中井清人（厚生労働省 医薬・生活衛生局 医療機器審査管理課長）

講演②「経済産業省の医療機器産業政策の現状」富原早夏（経済産業省 医療・福祉機器産業室長）

〔第2部〕感想「アンガーマネジメント ―価値観の違いを受け入れ合い怒りのない世界を
作るために」正岡紀子（オフィス オランジェ 代表）

会費▶維持会員／賛助会員5,000円、非会員7,000円、学生2,000円
取得単位▶日医生涯教育制度1単位（カリキュラムコード：0、9）、（公財）日本薬剤師研修セン
ター認定薬剤師制度1単位

第443回 国際治療談話会 例会「医療機器開発の現状」

申
込
・
問
合
先

慈恵医大生涯学習センターまたは慈恵医師会
TEL：03-3433-1111（内線2634・2636）

会場▶慈恵大学病院 中央棟会議室（8階）

開催日・内容▶①4月11日（土）「網膜剥離」渡邉 朗（眼科 教授）、「夜間頻尿」古田 昭（泌
尿器科 准教授）②6月13日（土）「海外から持ち込まれる感染症」保科斉生（感染制御科 助

教）、「災害医療の初期対応」大瀧佑平（救急部 助教）③11月14日（土）「アレルギー性鼻
炎について」遠藤朝則（耳鼻咽喉・頭頸部外科 助教）、「食物アレルギーの予防法」浦島充
佳（分子疫学研究部 教授）

時間▶16時～18時
注）一部変更する場合があります。

2020年度 慈恵医大月例セミナー（日本医師会生涯教育講座）

　「健康食品との関連が疑われる健康被害情報共有事業」は、東京都医師
会・東京都薬剤師会・東京都が協力して平成18年から行っている事業です。
健康食品との関連が疑われる健康被害情報を収集し、収集した情報は東京
都食品安全情報評価委員会「健康食品」による健康被害事例専門委員会に
おいて検討し、健康被害の未然防止・拡大防止につなげています。

１　報告事例について
　平成18年7月1日から令和元年年11月末までに報告があった375事例の
内訳は以下のとおりです。

　一人で複数の製品を摂取していた人がおり、延べ製品数は計375製品でした。
　具体的な症例としては、発疹・発赤、胃腸障害、肝機能障害等が挙げら
れます。

２　情報提供のお願い
　健康食品情報共有事業については、より一層の情報の蓄積が必要です。
　健康食品との関連が疑われる健康被害事例の収集について、さらなる取り
組みの推進を図るため、一層のご協力をお願いいたします。

【報告方法】
様式「健康食品」情報共有シートを公益社団法人東京都医師会へ提出する。
【重要項目】
・送信者情報
・摂取品に関する情報（※製品の特定に必要な情報）具体的な製品名、製造者名
・患者情報（具体的な健康被害症状。基礎疾患、服用医薬品等）

医師会 171人 延べ 244製品
薬剤師会 120人 延べ 131製品

計 291人 延べ 375製品

健康食品との関連が疑われる
 健康被害情報共有事業について
～体調不良や治療への影響などの情報について提供をお願いいたします～

※ 『「健康食品」情報共有シート』は、東京都医師会ホームページよりダウンロード可能です。
https://www.tokyo.med.or.jp/health_foods

■お問い合わせ先
　東京都健康安全研究センター企画調整部
　健康危機管理情報課食品医薬品情報担当　 TEL：03（3363）3472
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　小学校5年生の国語の授業だったと思う。宮沢賢治の作品が
教材であった。彼は童話の創作の傍ら、花巻の農学校で教鞭を
執っていた。ある日、授業の中で「人間は何のために生まれて
きたのか」という問いを生徒達に投げかけた。生徒の一人が聞
いた。「先生はどう思うのか？」と。賢治は「人間はそれを考える
ために生まれてきた」と答えたという。子ども心に詭弁だと思っ
た。が、答えは見つからず、以来、頭の隅っこにいつもこの問
いが残っていて、何かの折に蘇ってくるのである。
　医師会長を引き受けるにあたり、この問いがまた蘇ってきた。
今度は「医師会は何のためにあるのか」という問いである。会員
が会費を供出して運営しているのだから、会員のための組織な
のかもしれない。日本医師会は学術団体なのだという。その下
部組織だからやっぱり学術団体なのかな？ 答えが出ないまま、
会長を引き受けて1年半が過ぎた。このごろは「幸せになるため
に誰もが生まれてきたんだよ」というさだまさしの「命の理由」
という歌の歌詞にうなずいている。振り返ってみて、医師会の
仕事はすべて健康を守ることで皆を幸せにしているのだという
ことに気がついた。言い換えれば「誰をも幸せにするために医
師である自分があり医師会がある」と言ってもいいのかもしれ
ない。
　そういう仕事をしているのに、医師会のイメージはすこぶる
悪い。ボランティアに近い形で働いているのに評価されない。
マスコミで取り上げられる医師会はたいてい圧力団体、利権団
体、反対勢力などというマイナスのレッテルを貼られている。
医師はほとんどが保険診療の中で仕事をしている。宣伝は厳し

く制限されているのでPRをしたことがない。従って下手である。
少し前から市の広報などで医師会の関係するものについて「協
力・八王子市医師会」と書いてもらうようにお願いした。市民
に気がついてもらえれば少しはイメージアップになるかなと期
待している。もう少し積極的な手段として年1回の市民医学講
座の回数を増やしたり、ホームページの内容を面白く役に立つ
ようにして利用してもらい、市民との垣根を低くしたいと考え
ている。
　さて現在、日本の出生率は1.42と低迷している。将来予想に
よると日本の人口はどんどん減って、しまいには日本が消滅す
るなどと言う人もいる。日本の人口は江戸時代には約3千万人
だったと言われている。明治維新からの百年で3倍以上に増加
したのである。世界全体では人口は増えているが、そのほとん
どが発展途上国であり、先進国では減っている。日本は高度成
長社会、デフレを経て成熟した国への転換期にあるのではない
だろうか。先の大戦後に急激な出生の増加があった。出生率が
社会情勢に大きく左右されることは歴史が証明している。子ど
もを産み育てるのに良い環境になれば出生率も改善し、やがて
人口ピラミッドは釣鐘形に収束していくだろう。それを我々は
見ることができないが、種は今のうちにまかなければたどり着
くことはできない。
　これからの住みやすい社会を作っていくのは政治の役目であ
る。医師会に課せられた使命は医療のプロとして的確な提言を
行い、子孫が幸せに暮らせる未来の土台を築くことだろう。

地区医師会長からの一言
医師会の使命
八王子市医師会長　石塚太一
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